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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2014-508818(P2014-508818A)
【公表日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2014-018
【出願番号】特願2013-545581(P2013-545581)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/16     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/00    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４１０　
   Ｃ０９Ｋ  11/02    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｊ
   Ｆ２１Ｖ   9/16    １００　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）光源光を作り出すための光源と、（ｂ）前記光源光の少なくとも一部を変換する
ための透明変換デバイスと、を有し、前記透明変換デバイスは、離散粒子を含む第１の高
分子含有母材を有し、前記離散粒子は、分子的に分散された発光材料を具備する第２の高
分子含有母材を有し、前記発光材料は、有機ダイを有する、照明装置。
【請求項２】
　前記離散粒子は、０．１μｍ～５ｍｍの範囲の大きさを有する、請求項１に記載の発光
装置。
【請求項３】
　前記離散粒子は、長さと幅との比が少なくとも２である、請求項１又は２に記載の発光
装置。
【請求項４】
　前記第１の高分子含有母材は、ポリウレタン、ポリアルケン、ポリアクリレート、及び
シロキサンのうちの１つ以上を有し、前記第２の高分子含有母材は、ＰＥＮ（ポリエチレ
ンナフタレート）、ＰＣ（ポリカーボネート）、ポリメチルアクリレート（ＰＭＡ）、ポ
リメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）（プレキシガラス又はパースペックス（登録商標）
）、セルロースアセテートブチレート（ＣＡＢ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）及びこの共重合体、（ＰＥＴＧ）、（グリコール変性ポリ
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エチレンテレフタレート）、ＣＯＣ（シクロオレフィンコポリマー）、並びにポリスチレ
ンを含むグループから選択される１又は複数の高分子を有する、請求項１乃至３の何れか
一項に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記第１の高分子含有母材は、第１の高分子を有し、前記第２の高分子含有母材は、第
２の高分子を有し、前記第１及び第２の高分子は、本質的に異なる、請求項１乃至４のい
ずれか１項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記光源は、前記透明変換デバイス内に少なくとも部分的に埋め込まれる、請求項１乃
至５のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項７】
　前記光源は、ソリッドステートＬＥＤ光源又はレーザダイオードを有する、請求項１乃
至６のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項８】
　前記第１の高分子含有母材は、バインダ含有被覆層を有する、請求項１乃至７のいずれ
か１項に記載の発光装置。
【請求項９】
　前記第１の高分子含有母材は、連続層である、請求項１乃至８のいずれか１項に記載の
発光装置。
【請求項１０】
　前記透明変換デバイスは、フレキシブルなユニットである、請求項１乃至９のいずれか
１項に記載の発光装置。
【請求項１１】
　前記離散粒子は、前記発光材料の寿命を改善するための被覆層を更に有する、請求項１
記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記透明変換デバイスは、前記発光材料の寿命を改善するための被覆層を更に有する、
請求項１又は１１に記載の発光装置。
【請求項１３】
　前記第１の高分子含有母材は、５０ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ以下、好ましくは２
５ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ以下、より好ましくは５ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ
以下、更に好ましくは１ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ以下の酸素透過率を有する、請求
項１又は１１に記載の発光装置。
【請求項１４】
　離散粒子を含む第１の高分子含有母材を有し、前記離散粒子は、分子的に分散された発
光材料を具備する第２の高分子含有母材を有し、前記発光材料は、有機ダイを有する、光
源光の少なくとも一部を変換するための透明変換デバイス。
【請求項１５】
　前記離散粒子は、０．１μｍ～５ｍｍの範囲の大きさを有する、請求項１４記載の透明
変換デバイス。
【請求項１６】
　前記第１の高分子含有母材は、バインダ含有被覆層を有する、請求項１４又は１５に記
載の透明変換デバイス。
【請求項１７】
　前記第１の高分子含有母材は、連続層である、請求項１４乃至１６のいずれか１項に記
載の透明変換デバイス。
【請求項１８】
　前記離散粒子は、前記発光材料の寿命を改善するための被覆層を更に有する、請求項１
４記載の透明変換デバイス。
【請求項１９】
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　前記透明変換デバイスは、前記発光材料の寿命を改善するための被覆層を更に有する、
請求項１４又は１８に記載の透明変換デバイス。
【請求項２０】
　前記第１の高分子含有母材は、５０ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ以下、好ましくは２
５ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ以下、より好ましくは５ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ
以下、更に好ましくは１ｃｍ３／ｍ２・ｄａｙ・ｂａｒ以下の酸素透過率を有する、請求
項１４又は１８に記載の透明変換デバイス。
【請求項２１】
　前記第１の高分子含有母材は、ポリウレタン、ポリアルケン、ポリアクリレート、及び
シロキサンのうちの１つ以上を有し、前記第２の高分子含有母材は、ＰＥＮ（ポリエチレ
ンナフタレート）、ＰＣ（ポリカーボネート）、ポリメチルアクリレート（ＰＭＡ）、ポ
リメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）（プレキシガラス又はパースペックス（登録商標）
）、セルロースアセテートブチレート（ＣＡＢ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）及びこの共重合体、（ＰＥＴＧ）、（グリコール変性ポリ
エチレンテレフタレート）、ＣＯＣ（シクロオレフィンコポリマー）、並びにポリスチレ
ンを含むグループから選択される１又は複数の高分子を有する、請求項１４又は１８に記
載の透明変換デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　さらに、他の実施形態では、第１の高分子含有母材は、特に、ポリウレタン、ポリアル
ケン、ポリアクリレート及び（ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）などの）シロキサン
の１つ以上を有する母材であってもよい。これは、特に、フレキシブルなアプリケーショ
ンにとって適している。従って、ある実施形態では、第１の高分子含有母材は、フレキシ
ブルな母材である。当該態様では、透明変換デバイスは、フレキシブルなユニットであっ
てもよい。


	header
	written-amendment

